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研究成果の概要（和文）：本研究では，コンピュータ適応型（computerized adaptive）の英語熟達度診断テス
トをインターネット上で無償提供するシステムを構築するために，項目バンクの作成とテストの実施・フィード
バックを管理するプラットフォームの開発を行う。そのために， (1) 言語テストや応用言語学のこれまでの知
見に基づいた問題形式や分析方法の検討，(2) 項目と項目バンク作成，(3) 診断情報とそのフィードバック方法
の検討，(4) コンピュータ適応型テストを無償で提供できるプラットフォーム作成，(5) テストの公開の5つを
研究助成の2年間で遂行した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I developed free online computer-adaptive diagnostic tests of
 English proficiency. To this end, I conducted the followings in two years: (1) the examination of 
preferable item types based on past findings of language testing and applied linguistics, (2) 
creation of an item bank, (3) considering types of diagnosis information and its feedback method, 
(4) creation of a platform that can provide adaptive tests free of charge, and (5) making the tests 
available online.

研究分野：英語教育学
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１．研究開始当初の背景 
コンピュータ適応型テスト（computerized 
adaptive testing: 以下 CATと省略）は項目
応答理論（item response theory: IRT）を用
いて，より少ない問題数で，より高い精度の
能力測定が可能であることが知られており，
研究テーマとしては 40 年以上の歴史があり
（Thomson & Weiss, 2011），言語テストの
分野では過去 30 年にわたって研究が行われ
てきている（小山, 2010）。CAT は項目応答
理論の利点を十分活かした形式であるため，
米国の GRE，GMAT，SAT などの大規模テ
ストでも利用されている。日本国内でも大学
入試で活用できる 4 技能英語検定である
GTEC CBTや CASEC のような商用テスト
でも CAT が活用されており，その利用が普
及している。このような CAT 利用の広まり
にもかかわらず，研究者や実践者が自作の
CATを開発・公開しているという事例は少な
い。これは，開発には技術的なハードルが高
く，テスト業者が中心となって CAT を開発
するしか方法がなかったためであると考え
られる。事実，これまでに科研費助成事業に
よって，コンピュータ適応型テスト（英語，
日本語，中国語）が開発されてきているが，
科研費助成事業データベースで研究課題名
に「コンピュータ適応型」が含まれている課
題のうち，開発されたテストが公開され，現
在，一般利用できるようになっているのは 
J-CAT（http://www.j-cat.org/）のみである。
このように，CATは開発・公開（そして公開
後の維持管理）がテスト業者以外では困難で
あることがわかる。 
 
本研究代表者はこれまでの科研費助成課題
において，独自に CAT の開発と公開を進め
ており，その一部はオンラインで公開された。
また，プレイスメントテストなどの大規模テ
ストの分析にも携わってきた（水本・熊澤, 
2014; 水本, 2015）。このような経緯から，今
回の挑戦的萌芽研究では，コンピュータ適応
型の英語熟達度診断テストをインターネッ
ト上で無償提供するシステムを構築すると
いう課題の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
今回の研究助成の 2 年間では，(1) 言語テス
トや応用言語学のこれまでの知見に基づい
た問題形式や分析方法の検討，(2) 項目と項
目バンク作成，(3) 診断情報とそのフィード
バック方法の検討，(4) コンピュータ適応型
テストを無償で提供できるプラットフォー
ム作成，(5) テストの公開の 5つを行う。 
 
３．研究の方法 
前述の研究目的を遂行するため，2 年間の研
究期間において，(1) テスト形式と項目の検
討，(2) 項目と項目バンク作成（およびパイ
ロットテスト），(3) 診断情報とそのフィー
ドバック方法の検討，(4) プラットフォーム

作成，(5) テストの公開，という 5つの課題
を段階的・継続的に遂行することにより，コ
ンピュータ適応型の英語熟達度診断テスト
をインターネット上で無償提供するシステ
ムを構築する。 
 
４．研究成果 
(1) 作成したコンピュータ適応型英語熟達度
診断テスト 1：語彙力診断テスト 

研究助成期間の 1年目には，研究代表者がこ
れまでに開発を進めてきた，(a) Vocabulary 
Level Diagnostic Test 
(http://langtest.jp/cat/?wid=1&tid=8)と  (b) 
Word Part Levels Test (CAT ver.) 
(http://langtest.jp/cat/?wid=1&tid=5)という
2 つのコンピュータ適応型語彙力診断テスト
を改良し，テスト形式と項目の検討，項目と
項目バンク作成（およびパイロットテスト），
診断情報とそのフィードバック方法の検討
を進めた。 
 
(a) の Vocabulary Level Diagnostic Test（図
1）は語彙サイズテストを基に，受験者ごと
の能力に応じて難易度が違う 4択形式の問題
が出題される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1  Vocabulary Level Diagnostic Test 

 
図 2 は Vocabulary Level Diagnostic Test 
(VLDT) の受験後に提示される診断情報で
あり，語彙レベルの他に各種英語能力試験の
予測点（レベル）が表示される。 

図 2  VLDTのフィードバック画面 

 

 



 
次に，(b) の Word Part Levels Test (CAT 
ver.) の例を以下の図 3に示す。 
 
 

図 3  Word Part Levels Test (CAT ver.) 
 
 
Word Part Levels Testは，Sasao and Webb 
(2017) で開発された語彙の接辞知識を測定
する紙ベースのテストであり，Word Part 
Levels Test (CAT ver.) は，そのテストをコ
ンピュータ適応型診断テストに改善したも
のである。コンピュータ適応型診断テストに
することによって，より短時間でより正確な
語彙の接辞知識の測定が可能である。この
Word Part Levels Test (WPLT CAT ver.) の
開発とその妥当性検証を報告している論文
は，言語テスト分野の国際トップ・ジャーナ
ルである，Language Testing に掲載された 
(Mizumoto, Sasao, & Webb, 2017)。 
 
図 4にWPLT CAT ver. のフィードバック画
面を示す。Word Part Levels Testは 3つの
セクションで構成されており，それぞれのセ
クションの結果と，どのレベルから学習を始
めればよいかという診断情報がテスト受験
後のフィードバックとして表示される。これ

により，従来の紙版のテストよりも，より細
やかなフィードバックが受験者のみならず，
学習者の接辞知識を指導に反映したいと考
えている教員にも利用可能となった。 
 

図 4  WPLT (CAT ver.)  
フィードバック画面 

 
 
(2) 作成したコンピュータ適応型英語熟達度
診断テスト 2：TOEIC 形式習熟度診断テ
スト 

研究助成期間の 2年目には，上述の語彙力診
断テストに加えて，TOEIC Listening & 
Reading Test 形式の項目を作成した。まず，
本研究代表者が決定したテスト細目に従っ
て，守秘義務を契約に入れた形で，外部委託
するために国内外の教材・テスト作成業者数
社と交渉を進めた。その結果，英語教材作成
業者として国内外では他社にはない特殊な
技術，ノウハウ等を持っており，テスト問題
を作成・実施し，そのデータを本研究代表者
が利用するという内容で契約を行うことが
できた（株）アルクに項目作成とパイロット
テストの実施を外部委託した。 
 
これまでに，リスニング，リーディング（語
彙・文法セクションを含む）のそれぞれ 200
項目（合計 400 項目）を用意し，パイロット
テストを実施して，項目バンクの作成を行っ
た。 
 
このような手順で，すでに項目バンクは準備
されているが，コンピュータ適応型の形式で
の公開にはまだ至っていないため，2018 年度
中を目処に，コンピュータ適応型英語熟達度
診断テストとして（株）アルクのホームペー
ジから無償で利用できるように公開してい
く予定である。 
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